


　私は３年前に二宮町に移り住みました。

消防団へのお誘いを受けたときは、活動

内容もよく知らず、やはり仕事との両立

が不安でした。しかし「あくまで仕事優

先で」とのお言葉をいただき、地域に貢

献できるのならばと入団を決意しました。

　丁寧なご指導を受けながら、器具の操法や動作の習得な

どに奮闘中です。覚えることが多く、体力的にも大変に感

じますが、入団しなければ出会えなかった方々との交流を

温かく感じたり、町についてまだまだ知らないことばかり

だと気づいたり、発見が多いです。 

　少しでも町の暮らしが安心なものになるよう、日々努め

ていきたいと思います。

　私は二宮の出身で二宮町の地域福祉に携わる仕事をしています。梅沢地区に引っ越してから、消防団に入団しない

かと熱心なお誘いがありました。これまでも地域の活動には参加しておりましたが、今とは違った形で地域に貢献でき

ないかと考え、子どもが小学校入学と同時に入団させていただくことになりました。入団前、諸先輩から消防団の魅力

や活動の内容を教えていただき、不安なく入団することができたように思います。

　入団すると、覚えることが多く、活動内容の幅の広さに驚きましたが、諸先輩の熱い思いと丁寧な指導を受け、徐々

に慣れてきてたように感じています。入団当初、新型コロナウィルス感

染症拡大防止のため、活動が自粛されるような状況でした。そのような

中でも、何かできることを模索している先輩たちの姿を見て、真剣に町

を守ろうとする意識が高いのだと実感できました。地球温暖化の影響

で、今まで経験したことないような災害が起こる可能性があり、消防団

の役割の重要性が増してくると思います。諸先輩たちの指導を真摯に

受け止め、基礎的な動作を確実に習得しながら、一人前の消防団員に

なるよう努力していきたいと思います。

　

　第五分団に入団して早10ヶ月経ちました。今年

は新型コロナウイルスの影響で訓練ができない時

期もありましたが、今では定期訓練や機関点検な

ど色々な活動ができるようになってきました。

　入団当初は緊張の連続でしたが、様々な年齢の

諸先輩方に囲まれ、厳しくも楽しくもある様々な指導を受けなが

ら、現在まで活動を行ってきました。今では、分団活動が生活に

メリハリを与え、無くてはならない事のひとつとなっています。

　分団の皆さまに出会えたこと、町の諸行事に参加して人の繋が

りや歴史を学べたこと、そして有意義な防災活動に参加できるこ

と、分団活動では様々なことが得られると思います。

　以前から消防団に興味があり、お誘いをいた

だける機会をきっかけに、入団を決めました。

　最初は新しい環境に挑戦することに不安を

感じていましたが、先輩団員の方々はとても気

さくで丁寧に教えていただき、すっかり不安も

なくなりました。

　訓練で初めて筒先をやらせて頂いた時に、想像以上に水圧の

勢いが凄く全身に力が予想以上に入り過ぎてしまい、終わる頃に

は力が入らなかったりと、経験したことのないことばかりで大変

ですが、安全第一で頑張りたいと思います。

　私は、今年度に入るまで、消防団等の防災

組織に関わる機会がほとんどなく、初めての

事柄が多いため、少しばかり不安を感じてい

ます。

　しかしながら、今は不安だけではなく、新

しいことを知ることへの楽しさや、地域のために活動するや

りがいも感じています。

　今後、訓練に参加していく中で積極的に知識や技術を習得

したいと思います。少しでも早く、そして責任感をもって、

いざという時の活動ができるよう尽力いたします。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　私は、二宮町で商売をしていることや、父や

祖父も４分団にいたことの影響もあり、入団を

決意いたしました。入団後は、先輩の皆さまの

熱く、それでいて丁寧なご指導により、少しずつ

できることが増えてきて、とてもやりがいを感じ

ています。

　新型コロナウイルスなどの影響もあり、体力錬成大会など楽し

みにしていた行事などが中止になったり、まだ一年を通して活動

はできていませんが、分団に入ることで地元での人間関係が広

がり、人として成長できる場所だと感じました。

　訓練はとても大変ですが、有事の際に小さなミスが大きな事

故になりかねないことなので、日々の訓練を大切にし、一人前の

消防団になれるよう努めていきたいと思います。

　私は二宮町に住んで６年余りになります。妻

の地元であるこの町で、かねてより自分も人と

の繋がりを持ちたいと考えておりましたところ、

入団のお誘いを頂きました。

　参加してまず感じたことは、団員の方々の知

識、技術、そして何より活動への意識の高さです。計画の立案や

活動の際の連携等、全てが素晴らしく、自分の想像をいつも超え

ております。

　まだ数える程にしか参加できず、お役に立つには程遠い状況

ですが、少しでも早く消防団員として貢献できるようになればと

思います。まずは、足を引っ張ることが減るよう、そしていつかは

諸先輩方に追いつけるよう、精進していきます。

　生まれも育ちも二宮町です。小さい頃、父親が夜

に訓練に出かけ、時には火災発生時に出動する背中

を見ていました。いつか自分も消防団に入るだろう

なと感じていました。そして昨年お誘いを受け、今年

から新入団員として参加させていただきました。

　自分なりに意気込んでいましたが、コロナウイルスの影響で訓練も

なかなかできず、ようやく活動ができるようになったのは6月ごろ、同時

に息子も産まれました。

　まだまだ分からないことが沢山ですが、第二分団の先輩方にとても

丁寧に教えていただき、少しずつ動きや器具の扱い方などを覚えられ

るようになりました。また、活動をしていく中で「家族を大切にすること」

を改めて教えていただきました。まだまだ先輩方の足元には及びませ

んが、これからも訓練に参加して地域に貢献し、家族を守れるよう頑張

っていきたいと思います。

松 本 裕 太

桑 原 優 太

宇 山 郁 巳

城 所 真 幸堀 部 大 貴

諸先輩の熱い思い

新しい環境に挑戦

やりがいのある活動

自分の成長の場想像を超えた活動あくまで仕事優先で 大 曲 祐 司

　新しく団員として参加していただいた８名の方々。入団を決意したきっかけ、思いを聞いてみました。また、入団した後、10 ヶ月経った

今、活動を振り返って気が付いたことを語っていただきました。

　消防団員の父や祖父の背中をみて育った人、以前から消防団活動や地域貢献に興味があった人、消防団がどのような活動をしているの

か知らなかった人、二宮町に引っ越してきた人など様々な人がいらっしゃいます。二宮町は消防団活動が活発で、防災に対して熱い思いを

持った人が多いですが、家族を大切にしながらの活動であることが前提となっています。そのような環境の中、活動を通じて、やりがいや新

たな人との繋がりを求めたり、自分の成長の場としてとらえている方もいらっしゃいます。

内 海 央 人家族を大切にする

秋 澤 祐 太新たな人との繋がり

第 一 分 団

新たな8人の仲間の声

第 二 分 団

第 三 分 団

第 四 分 団第 五 分 団

（川匂・釜野・越地・茶屋・梅沢）

（元町・富士見が丘1・2・3丁目・松根）

（中里・百合が丘１丁目）（一色・緑が丘・百合が丘2・3丁目）

（上町・中町・下町）

入団のきっかけと入団後の気づき

あなたの想いが、この町を守るエネルギーになりますあなたの想いが、この町を守るエネルギーになります

問い合わせ

消防本部 消防課

庶務班

☎72－0015

公務災害補償制度

被服の貸与

退職報償金

表 彰 制 度

消防団員募集
町内在住・在勤で18歳以上の方（男女）

なら、どなたでも参加できます。

（２） 二宮町消防団広報紙　 　令和3年1月16日発行 （３）
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与 新型コロナウイルス感染症防止のため「二宮町消防

団入退団式」（令2年3月29日）は規模を縮小しての開

催となりました。退団された方々のこれまでの献身的

な御活動に深謝するとともに、今後のますますの御活

躍を祈念いたします。併せて、式典にて表彰された方

を紹介します。

令和３年

消防団活動の功績をたたえ表彰
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※新型コロナウイルス感染症防止のため「令和３年二宮町消防出初式」は中止となりました。
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